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　先日、日田市博物館の担当者が来られて、この夏に博

物館の企画展をするので、いろいろと調べていたら林

業試験場が博物館の開設に大きく関わっていたという

ことを知らされた。持参された昭和28年当時の西日本

新聞を読むとこういうことのようだ。

�　当時、街の科学者達がグループをつくって、日田観光

発展のひとつとして、我が国の植物学の権威である故

原田万吉博士（福岡県八女郡）が生前に研究のため国内

外で収集した珍樹や学術的に貴重な昆虫類、鉱物、化石

の標本数万点を子孫が所蔵しており、これを譲り受けて、

市に博物館を建設しようとする運動があった。しかし

ながら市は財政難からこの運動に気のりうすであった

ことから、当時の試験場長が本庁とかけあって、約２５

万円で試験場が譲り受けた。珍樹約４０種類を八女郡

の農場から試験場に移植、昆虫類等々の標本は旧本館

の４部屋をぶっ通して７千35点を陳列展示し大変賑

わったと報じている。　その後、35年に日田市に博物

館が建設されたのを機に一部を残して寄贈したと当時

の場長は手記されている。試験場も46年にこの佐寺原

の高台に移転し今日に至っているが、このことは、古く

からの研究員も全く知らず、私自身も、この試験場の展

示室にチョウチョウや化石の標本があるのをちょっと

いぶかしく思った程度である。ところで林業試験場の

生い立ちはどうなんだろう。書棚の「林業試験場三十年

史」をめくってみろう。

�　昭和22年12月５日、林業試験場が設置されることに

なり日田商工会議所の一室を借りてスタート、翌年５

月には林業試験場舎が完成し移転、業務を開始している。

しかしながら林業試験場は自前の用地がなくて毎年借

地契約で実験圃等を確保しての業務執行であったため

随分と苦労していることが伺える。このような状態が

２～３年続き、27年には敏腕場長が赴任し、持ち前の

政治力を発揮して、28年５月には新館を完成、土地購

入も認められるようになり、試験研究の体裁が整い始

めたようだ。前述の展示品は旧本館に展示したものだ。

�　試験研究は開設してから10年間、33年頃までは戦後

荒廃した森林を復興するため県の造林計画に組み込ま

れた苗木の生産が主なもので、この間約500万本の苗

木を生産し公有林、民有林に供給している。このほか食

用種菌培養や鋸目立技術者養成を行っているが苗木生

産と同じく県の要請を受けて実施したもので到底試験

研究といえるものではなかったようだ。

�　戦後復興が一段落した34年頃から試験研究に対す

る課題が模索され始め、組織、人材、施設等々が充実し

てくる３８年頃には試験研究の内容も整理され、いわ

ゆる育種などの基礎的な試験研究と試験研究の成果を

現地に応用するなどの実用化試験が整然と行われるよ

うになり、試験研究の３本柱である育林、森林保護、特

殊林産はここらあたりから分類整理され確立されてい

る。現在ではその後の時代の要請から育林と森林保護

が統合されて森林整備に、特殊林産が木材ときのこ（平

成元年独立してきのこ研究所設置）に特化されている。

�　その後、林業試験場は28年に新館を建設して以来、

大きな改良がなく当時の研究水準から施設が陳腐化し

てきたことや、生産現場や行政からさまざまな批判や

提案がなされたこと、等々から内外の批判や提言に応

えるため有識者に依頼して、「林業試験場の改善構想」

の答申を得、45年12月に現在の佐寺原の高台に着工し、

46年12月に移転をしている。

�　この「30年史」は52年までであるが、ここでは、その

後の経過も加えて試験研究を列記すると、育林に関す

る研究では、林木の育種・育苗、森林立地、森林施業、環

境緑化、森林機能等々、森林保護に関しては、戦後のマ

ツケムシに始まり、マツカレハ、スギハマキ、マツクイ

ムシ、スギザイノタマバエ、椎茸原木のハラアカコブカ

ミキリ、最近ではシカ等の獣害対策等々、木材に関して

は、材質、乾燥、加工、利用、樹皮等々の研究、その他竹林

施業や林間作物に関する研究など、実にさまざまな研

究や実証試験を数百課題にわたって実施している。

�　少し昔のことになるが、フィリッピンの研修生の前で、

得々と日田林業250年の話をしたところ、研修生から

連作障害は生じないのですか、という質問を受けたこ

とがある。その時なんと答えたか思い出せないが、研修

生の言うとおりスギの再造林を繰り返してきた日田林

業は地力は落ちていないのだろうか、今後の再造林や

長伐期、台風災害に耐えうるのだろうか、という疑問を

抱いてきた。最近の試験研究は２、３年で成果がでる実

用化試験にシフトされつつあるが、このことは勿論大

事なことではあるが、一方では試験場開設時のこの地

の土壌条件、土壌の隔年変化、現在の土壌条件を大きな

スパンの中で検証し、低下している部分については警

鐘をならし、改善策を発信することは試験研究機関の

大きな役目だと思う。

�　このように大きなスパンの中でする研究、過去の研

究と全く同じくした今の研究による比較検証、過去の

貴重な研究成果が現場に普及されているか、等々は全

て過去の研究が基礎になっている。過去を知り、今に活

かす工夫が大事だと思う。今回の博物館の担当者から

斯く斯くしかじかと林業試験場の関わりについて知ら

され、以上のことを考えた次第である。

�　ところで、昭和22年（1947）12月に林業試験場が設

置され、今年が平成19年（2007）、ム、ム、なんと今年で

60年、林業試験場は還暦に当たるんだ。そう言えば博

物館の担当者も、過去をふり返って新しい時代にマッ

チした博物館を模索するイベントを開催するんだと言

ってたけど、８月には子供も帰ってくることだし、一緒

に博物館に行ってみよう(^o^)

古きを知りて、今に活かす
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⑴クロマツの第二世代マツ材線虫病抵抗性種苗生産

システムの構築

　　既存の抵抗性クロマツより強い抵抗性を有する

クロマツを育成するとともに、さし木増殖技術を

開発します。

⑵スギ花粉症対策品種の開発に関する研究

　　既存の少花粉及び無花粉品種を収集し、原苗の

供給体制を構築します。また、無花粉新種作出に

よる花粉発生抑制法を開発します。

⑶品質管理型林業に向けたスギ奨励品種に関する実

践的研究

　　ＤＮＡ分析や材質試験等により、スギ在来品種

の成長及び材質特性を把握くし、木材利用に適し

たスギ奨励品種を推奨します。

�

⑴大分方式乾燥システムの高度化に関する研究

　　大分方式乾燥システムの生産期間短縮によるコ

スト低減を図るため、新たな乾燥スケジュールの

開発や品質向上のための生産技術を開発します。

⑵スギ大径材の性能評価と用途開発に関する研究

　　スギ大径材の需要拡大を図るため、スギ心去平

角材及び化粧用内装材の生産技術試験や製品性能

試験を行います。

⑶スギ樹皮の有効利用技術の開発

　　スギ樹皮（バーク）の有効利用を図るために、

防草資材の開発や磁性燻焼技術を用いた新たな利

用技術開発を行います。

⑷多機能性を付与したスギ内装材の開発に関する研究

　　県産スギ材の需要拡大を図るため、マンション

用のスギ内装材及び周辺家具の研究開発を行います。

�

⑴シカによる森林被害の防除方法に関する研究

　　シカ被害について、暗視カメラ等を活用してそ

の加害行動を明らかにすることにより、効果的な

防除方法を検討します。

⑵長伐期化に対応した有用広葉樹の育成と利用に関

する研究

　　スギ、ヒノキ人工林内に生育する有用広葉樹の

生育、利用状況について調査を行い、こうした樹

木を有効に活用した森づくりを推進していくため

のパンフレットを作成します。

⑶低コスト利用間伐生産システムに関する調査研究

　　低コスト間伐を進めるため、各振興局に設置し

た間伐モデル団地において、間伐作業の功程調査・

分析を行い間伐コストを明らかにします。

⑷環境調和型の新しい森林づくり

　①台風被害跡地造林における広葉樹の生育状況に

　関する研究

　　　台風被害跡地造林における広葉樹の生育状況等

　を行い、広葉樹人工造林の管理指針を作成します。

　②自然植生の導入による育成複層林造成に関する

　　研究

　　　公益性の高い森林づくりを推進するために、

　自然植生を活用した育成複層林の施業指針を作

　成します。

⑸再造林放棄地の水土保全評価と植生再生手法の開発

　　再造林放棄地について、植生再生手法の開発、

水土保全機能評価及び斜面崩壊予測手法の開発に

必要なデータを収集します。

⑹森林吸収源インベントリ情報整備事業

　　京都議定書に基づく森林吸収量の算定・報告・

検証を円滑に行うため、バイオマスデータの収集

を行います。

�

⑴スギ花粉発生源調査事業

　　定点スギ林の雄花量調査を行い、花粉飛散地域

の推定や地域区分図の作成を行います。

　平成17年度に策定された、「大分県農林水産業振興計画」及び「大分県農林水産試験研究推進構想」

に基づき、これまでの造林、保育、木材加工までの木材生産を主体とした研究に加え、環境に配慮した

多様な森づくりへの研究や木材乾燥、新たな建築部材開発など木材の高付加価値化を目指し、以下のよ

うな試験研究を実施していきます。

平成 19 年度試験研究の概要

1 優良品種・系統の選定

2 森林の育成と需要に応じた
   木材加工技術の確立

3 豊かな資源を維持増進する技術の開発

4 研究分野における基礎的データ収集と
   種苗等供給体制の確立
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